
学校番号 １０９ 

 

平成 29 年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ ３ 第１学年 
LANDMARK English 

Communication Ⅰ 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 
・コミュニケーション英語Ⅰは、「話す」「書く」「聞く」「読む」の４技能を身につけるための授業です。
教科書に書かれてある内容について、聞いたり読んだりしたことを基に話したり書いたりする言語活
動を取り入れていきますので、積極的に参加しましょう。 

・音読は外国語を学ぶ時に大事な活動の一つです。授業の中で練習の機会がありますので、手本を良く
聞いて、英語のリズムやイントネーションに気をつけて相手に伝える気持ちで音読してください。 

・語彙や文法の学習は、文のしくみを知って内容を理解する上では欠くことのできないものですが、そ
れがコミュニケーションの中でどのように使われているのかをしっかり確認しておきましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第１学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅰ」（３単位）及び「英語表現Ⅰ」（２単位） 

      主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

学習到達目標 
科目 

評価 

・簡単な英語で自分の考

えを表現することができ

る。 

・絵、写真など視覚的補

助を利用しながら、簡単

な語や表現を使って身近

なことについて簡単に説

明することができる。 

・日常的な挨拶ができ。

身の回りで起こったこと

や経験したことなどにつ

いてやり取りをすること

ができる。 

コミュⅠ 

プレゼン

テーショ

ン 

 

英表Ⅰ 

プレゼン

テーショ

ン 

・文法や語彙の基礎力を

活用することができる。 

・自分のことや学校、地

域のことなどの簡単な紹

介文を書くことができ

る。 

・簡単な語や基礎的な表

現を使いながら、and、

but、because などで文と

文をつないで、日記や説

明文などまとまりのある

文章を書くことができ

る。 

コミュⅠ 

定期考査 

小テスト 

英表Ⅰ 

定期考査 

・リスニングの基礎力を活

用することができる。 

・決まった表現でゆっくり

はっきり話された天候、時

間、物の値段など、日常的

に必要な事柄について、内

容を理解することができ

る。 

・ゆっくりはっきり話され

れば、駅や空港等の短いア

ナウンスについて自分に

必要な情報を聞きとるこ

とができる。 

コミュⅠ 

リ スニ ン

グ 小テ ス

ト 

英表Ⅰ 

リ スニ ン

グ 小テ ス

ト 

・大きな抵抗感なく、高

校基礎レベルの長文を

読むことができる。 

・５０語程度の英文を後

戻りすることなく、一定

時間内に黙読して要点

を理解した後、適切なポ

ーズを伴い音読するこ

とができる。 

・簡単な語や表現を使っ

て書かれた短い物語や

伝記などを理解するこ

とができる。 

コミュⅠ 

定期考査 

 

英表Ⅰ 

定期考査 

 

３ 学習評価（評価の観点と実施方法） 

観
点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実
施
方
法 

コミュニケーションに関心をもち、積極

的に言語活動を行い、コミュニケーショ

ンを図ろうとしているかを的確に評価

できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「話すこと」

と「書くこと」の到達目標を的確に

評価できる方法で実施 

CAN-DO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目標を

的確に評価できる方法で実施 

英語やその運用についての知識を実

に付けているとともに、その背景にあ

る文化などを理解しているかどうか

を的確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 



４ 学習の活動 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 1 

（５時間） 

日本人がな

ぜ血液型に

よる性格分

類が好きな

のかを解き

明かす内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・血液型について知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・血液型について知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・血液型分析について

の自分の考えを書

いて、聞き手に伝わ

るように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・血液型分析につい

ての自分の考えを

書いて、聞き手に

伝わるように話す

ことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本人がなぜ血液型

による性格分類が

好きなのかについ

て、読んだことを理

解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・日本人がなぜ血液

型による性格分類

が好きなのかにつ

いて、読んだこと

を理解できる。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・動名詞の使い方を理

解する。 

・不定詞の使い方を理

解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・動名詞の使い方を

理解している。 

・不定詞の使い方を

理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 2 

（５時間） 

プレゼンス

タイルでカ

レーがどの

ように世界

中に広まっ

たかを紹介

する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・カレーについて知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・カレーについて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・カレーについて学ん

だことをまとめて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・カレーについて学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・カレーがどのように

世界中に広まった

かについて、読んだ

ことを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・カレーがどのよう

に世界中に広まっ

たかについて、読

んだことを理解し

ている。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・分詞の使い方を理解

する。 

・現在完了形の使い方

を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・分詞の使い方を理

解している。 

・現在完了形の使い

方を理解してい

る。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 



単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 3 

（５時間） 

世界の学生

服事情の紹

介と学生服

を着る理由

を読者に問

う内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・学生服について考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・学生服について考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・学生服についての自

分の考えを書いて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・学生服についての

自分の考えを書い

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・世界の学生服事情と

学生服を着る理由

について、読んだこ

とを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・世界の学生服事情

と学生服を着る理

由について、読ん

だことを理解して

いる。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞の使い方

を理解する。 

・疑問詞節の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の使い

方を理解してい

る。 

・疑問詞節の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 4 

（５時間） 

ゴリラ専門

の教授への

インタビュ

ー形式で、ゴ

リラの生態

とそこから

人間が学べ

ること、絶滅

危惧種であ

ることの内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・ゴリラについて知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・ゴリラについて知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・ゴリラについて学ん

だことをまとめて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・ゴリラについて学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・ゴリラについて、読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・ゴリラについて、

読んだことを理解

している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・seem の用法を理解

する。 

・現在完了進行形の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・seem の用法を理

解している。 

・現在完了進行形の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 



単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 5 

（５時間） 

若者が用い

る暗号につ

いての紹介

とその是非

についての

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・暗号について知って

いる情報や考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・暗号について知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・若者が用いる暗号に

ついての自分の考

えを書いて、聞き手

に伝わるように話

す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・若者が用いる暗号

についての自分の

考えを書いて、聞

き手に伝わるよう

に話すことができ

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・若者が用いる暗号に

ついて、読んだこと

を理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・若者が用いる暗号

について、読んだ

ことを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・形式主語構文を理解

する。 

・知覚動詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・形式主語構文を理

解している。 

・知覚動詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 6 

（５時間） 

バイオディ

ーゼル燃料

を用いた車

で世界中を

旅した自伝

の内容｡ 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・バイオディーゼル燃

料について知って

いる情報や考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・バイオディーゼル

燃料について知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・バイオディーゼル燃

料についての自分

の考えを書いて、聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・バイオディーゼル

燃料についての自

分の考えを書い

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・バイオディーゼル燃

料を用いた車で世

界中を旅した自伝

について、読んだこ

とを理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・バイオディーゼル

燃料を用いた車で

世界中を旅した自

伝について、読ん

だことを理解して

いる。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・過去完了形の使い方

を理解する。 

・使役動詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・過去完了形の使い

方を理解してい

る。 

・使役動詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 



単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 7 

（５時間） 

エコツアー

ガイドによ

る屋久島を

紹介する内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・屋久島について知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・屋久島について知

っている情報や考

えていることを積

極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・屋久島について学ん

だことをまとめて、

聞き手に伝わるよ

うに話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・屋久島について学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・屋久島について、読

んだことを理解す

る。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・屋久島について、

読んだことを理解

している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・前置詞＋関係代名詞

の使い方を理解す

る。 

・関係副詞の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・前置詞＋関係代名

詞の使い方を理解

している。 

・関係副詞の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 8 

（５時間） 

多くの国際

会議の同時

通訳で活躍

する長井鞠

子さんを紹

介する内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・同時通訳について知

っている情報や考

えていることを積

極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・同時通訳について

知っている情報や

考えていることを

積極的に話してい

る。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・同時通訳について学

んだことをまとめ

て、聞き手に伝わる

ように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・同時通訳について

学んだことをまと

めて、聞き手に伝

わるように話すこ

とができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・同時通訳について、

読んだことを理解

する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・同時通訳について、

読んだことを理解

している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞 what の

使い方を理解する。 

・分詞構文を理解す

る。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞 what

の使い方を理解し

ている。 

・分詞構文を理解し

ている。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 

 



 

単元 

（配当時間） 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 9 

（５時間） 

スペースエ

レベーター

実現の可能

性を科学的

な側面から

紹介する内

容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・スペースエレベータ

ーについて知って

いる情報や考えて

いることを積極的

に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・スペースエレベー

ターについて知っ

ている情報や考え

ていることを積極

的に話している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・スペースエレベータ

ーについて学んだ

ことをまとめて、聞

き手に伝わるよう

に話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・スペースエレベー

ターについて学ん

だことをまとめ

て、聞き手に伝わ

るように話すこと

ができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・スペースエレベータ

ー実現の可能性に

ついて、読んだこと

を理解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・スペースエレベー

ター実現の可能性

について、読んだ

ことを理解してい

る。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・仮定法過去の使い方

を理解する。 

・倍数表現の使い方を

理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・仮定法過去の使い

方を理解してい

る。 

・倍数表現の使い方

を理解している。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

Lesson 10 

（５時間） 

日本とトル

コの時を越

えた友情に

ついて、その

きっかけと

なった事件

を振り返る

内容。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

・トルコとの関係につ

いて知っている情

報や考えているこ

とを積極的に話す。 

・パートごとの内容に

ついて話すための

キーワードや情報

を参考にしてペア

で伝え合う。 

・トルコとの関係に

ついて知っている

情報や考えている

ことを積極的に話

している。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語表現の能力」 

・日本とトルコの時を

越えた友情につい

て学んだことをま

とめて、聞き手に伝

わるように話す。 

・ワークシートを用い

てペアで相談しな

がら考えをまとめ

ていく。 

・日本とトルコの時

を越えた友情につ

いて学んだことを

まとめて、聞き手

に伝わるように話

すことができる。 

・ペアでの言語活

動を観察する。 

・ワークシートな

どを提出させ

判断材料とし

て活用する。 

「外国語理解の能力」 

・日本とトルコの時を

越えた友情につい

て、読んだことを理

解する。 

・パートごとに関連し

た画像や資料を見

ながら、その内容を

理解する。 

・日本とトルコの時

を越えた友情につ

いて、読んだこと

を理解している。 

・定期テストで内

容理解を問う

出題により、判

断する。 

「言語や文化についての知識理解」 

・関係代名詞の非制限

用法を理解する。 

・仮定法過去完了の使

い方を理解する。 

・本文中で用いられて

いる意味や用法を

確認する。 

・関係代名詞の非制

限用法を理解して

いる。 

・仮定法過去完了の

使い方を理解して

いる。 

・言語の使用場面

と働きを意識

した定期テス

トで知識が身

についている

かを判断する。 

 


